
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

さらに詳しく： 梅毒について (kaiketu123.com) 

                                                     性感染症 ｜厚生労働省 (mhlw.go.jp)                                               

                                       参考：国立感染研究所 IDWR 2022 年第 42 号＜注目すべき感染症＞ 梅毒 (niid.go.jp) 

                                             

梅毒（ばいどく）が拡大している 
⚫ 主に性的接触により口や性器などの粘膜や皮膚から感染 
⚫ 多数の相手と性的接触を持つと感染する(又はさせる)リスクが高まる 
⚫ コンドームの適切な使用により感染リスクを減らせる 
⚫ 早期発見で適切な治療が可能 
⚫ 症状がある時や不安な時は、早め医療機関や保健所で検査を受ける 

梅毒とは   
梅毒トレポネーマ（学名：Treponema pallidum）による細菌性の性感染症 
主にセックスなどの性的接触により、口や性器などの粘膜や皮膚の小さな傷口から感染する。

オーラルセックス（口腔性交）やアナルセックス（肛門性交）などでも感染する。 
稀にキスから移る可能性もある。また、一度治っても再び感染することがある。 
 

◎梅毒の発生状況  2022 年 1 万例超 
感染症法が施行された 1999 年以来、 
2021 年以降大きく増加し、2022年初めて 1万例を上回った。 

 
◎男性 20～50 代、女性は 20 代が突出して増加 

◎感染して 3 週間ほど潜伏 

3 週間～ 
数か月 

 

性器・肛門・口に 
3 ㎜～3㎝大の 
できもの（しこり） 
 ※1 か月位で自然に消える。 
症状が出ない人もいる 

数か月～ 
1 年以内 

 

掌・足裏・全身に 
赤い発疹(痛み・痒みがない) 
※数週間～半年以内に消える 
これらの症状が消えても感染力はある 

放置すると 

数年～ 
数十年 

 
心臓・血管・脳などで 

合併症を起こし、時には死に至ることもある 

 

◎妊娠中の梅毒感染は特に危険 
妊婦が梅毒に感染すると、胎児にも感染し、流産、死産、早産や 
生後間もなく皮膚・神経・骨などに異常をきたすことがある 
生まれた時に症状がなくても、学童期以降に遅れて症状が出ることもある 
 

◎予防と検査、治療  不特定多数の人との性的接触が感染リスクを高める 

●コンドームの適切な使用でリスクを減らすことができる 

ただし、コンドームが覆わない部分から感染する可能性もあるため、 

コンドームで 100％予防できると過信はしないように 

●症状がある時や、不安な時、例えば性器の潰瘍が自然消退したとしても 

早めに医療機関や保健所で検査を受ける 

●早期に治療すれば注射薬や内服薬(抗菌薬)でなおすことができる 

●梅毒が治癒しても新たな梅毒の罹患は予防できない 

 

医 務 室  内線：5117 10～17 時（金 16 時） 

健康増進室 内線：5200  9～16 時（金 15 時） 

 

 

健康支援センター 健康だより 第16号(通算 37号) 2023 年 2 月 1 日発行 

https://seibyou.kaiketu123.com/baidoku/baidokunitute.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/seikansenshou/
https://www.niid.go.jp/niid/ja/syphilis-m-3/syphilis-idwrc/11612-idwrc-2242.html
https://et.wikipedia.org/wiki/Treponema_pallidum
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/

